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○日常生活で使われているプラスチックの種類や性質を調べる。
○身近な環境保護の観点でプラスチックゴミの分別やリサイクルなど自分が取り組める
ことを考える。

ねらい
・身の回りのプラスチックに興味をもたせ，その性質を調べさせる。
・ゴミの分別やリサイクルなどに関心をもたせ，身近な環境への意識を高める。

教科に見る活用場面
・中学校　　理科（第１学年）　　　　「身の回りの物質」
　　　　　　　　（第３学年）　　　　「自然環境の保全と科学技術の利用」
・高等学校　理科（科学と人間生活）　「物質の化学」
　　　　　　　　（化学基礎）　　　　「人間生活の中の化学」
　　　　　　　　（化学）　　　　　　「高分子化合物の性質と利用」

活動の内容
（1）家庭から持参したプラスチック製品の識別マークを確

認し，種類と用途について考える。
（2）代表的なプラスチックの性質を調べる。
（3）持参したプラスチック製品の性質と用途の関係を考え

る。
（4）実験結果や資料から，身近な環境保護の観点でゴミの

分別やリサイクルなど，自分が取り組めることをまとめ
る。

準備するもの
・プラスチック
・ビーカー　　　・ピンセット
・ガスマッチ　　・水
・飽和食塩水　　・50％エタノール
・ガスバーナー　・銅線

プラスチックを探ろう
時　期
時　間
場　所

いつでも
１～２時間
実験室

使用するもの 密度の違いによる分類

PETの燃焼実験 バイルシュタイン反応
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活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・	（2）で，ペットボトル（キャップ（PEかPP）・本体（PET）・ラベル（PSが多い））を利用してもよい。
・（2）で，プラスチックの種類を区別するための実験方法を考えさせてから実験してみるのもよい。そ

の際，実験前の予想や実験後の話し合いに十分な時間をとること。（実験の時間とは別に，ワークシー
トに自分の考え（予想）を書かせる，ワークシートに記入した個人の考えを発表させる，実験の予想
やその根拠についてグループで話し合いをさせた後実験を行い，実験結果と話し合いの内容をあわせ
て発表させる等）

・実験の注意事項・結果等
　【識別マーク】

※識別マークについては，プログラム「ごみ
と３Ｒ」（p.222）に関連する記載がされて
いる。

　【代表的なプラスチック】

　【密度の違いによる分類】
　プラスチック片の角をピンセットでつま
み，完全に水中（溶液中）に入れる。その後，
静かにプラスチック片を放し，浮き沈みを
観察する。
＊液面より上でプラスチック片を放すと，

プラスチック片が表面張力のため浮いて
しまうことが多い。

　【バイルシュタイン反応（銅炎法）】
（1）	ガスバーナーで充分加熱した銅線にプ

ラスチックを付け，再び炎の中に入れる。
（2）炎が青緑色になるのが観察できれば，塩素が含まれている可能性がある。炎の色が確認できたら

すぐに火から離す。

　【燃焼実験】	
　少量の試料をピンセットで持ち，ガスマッチで点火，燃焼の様子を観察する。
＊やけどに注意して実験する。また，煙を吸わないようにする。
＊部屋の換気をする。	
＊すすが発生した場合は直ちに火を消す。
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・プラスチックを燃やすことは，環境保全意識の高まりの中で，ネガティブにとらえられがちである。
しかし，実際に燃やしてみて，その燃え方を観察し物質を区別する学習には意義がある。事前に生徒
に意図を伝え納得させてから，燃やす量と換気に留意し，安全に配慮しながら実験を行うようにする。

・PETやPSについては樹脂状のものから簡単に繊維状にする実験もできる。

・生徒用資料の内容は，プログラム「身の回りのリサイクル」（p.233）にも関連のデータが記載されて
いる。

○参考資料
・分解性プラスチック

　合成高分子は，天然高分子とは異なり，
自然界にはこれを分解する微生物が存在し
ない。したがって，使用済みのプラスチッ
クはいつまでも分解されずゴミとして残っ
てしまう。
　環境保全の観点から，使用後に生態系の
中に組み込まれる無害な物質に分解される
プラスチックを使用することが望まれる。
このような分解性プラスチックには，光に
よって分解される光分解性プラスチックと，
微生物によって分解される生分解性プラス
チックとがある。

○活動にあたって参考となるＷｅｂサイト
・「プラスチック図書館」プラスチック循環利用協会　http://www.pwmi.jp/tosyokan.html
・「プラスチックのリサイクル　20の？（はてな）」（一社）プラスチック循環利用協会
　http://www.pwmi.jp/plastics-recycle20091119/
・「こんにちはプラスチック」日本プラスチック工業連盟　http://www.jpif.gr.jp/2hello/hello.htm

プログラムの作成において参考とした文献やＷｅｂサイト
○「プラスチックの基礎知識」（一社）プラスチック循環利用協会　http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf
○「調べてわかるプラスチック」　日本プラスチック工業連盟
　　http://www.jpif.gr.jp/00plastics/conts/plasticworknoteweb.pdf
○前島勢津「日常生活との関連を重視した高校化学実験の指導資料集の作成－新学習指導要領で例示された実験の開発・改良を

中心に－」　http://www2.gsn.ed.jp/houkoku/2010c/10c20/
○「環境統計」環境省　http://www.env.go.jp/doc/toukei/contents/
○「ケミカル･ワンダータウン」経済産業省　
　　http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/chemical_wondertown/labo/page01.html
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ワークシート
プラスチックを探ろう

−244−



化
学
物
質

生徒用資料
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